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コロナ禍における行動変容が
住宅・建築のエネルギー消費に及ぼす影響

～今後の住宅・建築・設備の展開に向けて～

東京理科大学名誉教授

東京電機大学客員教授

井上 隆

２０２３年７月２１日

住宅・建築SDGｓフォーラム第43回月例セミナー

7 M
Maｙ.2023

WHO 

緊急事態宣言終了

20 M

Visualizing the History of Pandemics
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• https://www.visualcapitalist.com/history-of-pandemics-deadliest/しました

スペイン風邪1918-1919  ←「流行性感冒」 P131内務省衛生局著1922年国会図書館

2020年6月
世界保健機関（WHO）は5日、新型コロナウイルスをめ
ぐるマスク着用の指針を変更し、公共の場での着用を
推奨すると発表した。マスクで「感染力があるかもしれ
ない飛沫を遮断」できると示す、新たな研究結果を踏ま
えた対応だとしている。
BBC

（20200715ＣＮＮ） 米疾病対策センター（ＣＤＣ）は１４
日、マスクには新型コロナウイルス感染を防ぐ効果が
あり、人と接触する時にはだれもが着けるべきだとする
見解を発表した。

（202011ＣＮＮ） 新型コロナウイルス対策としてのマス
ク着用は、周りの人だけでなく自分自身を守る役にも
立つ――。米疾病対策センター（ＣＤＣ）は１０日に公表
した新しいガイドラインでそう指摘した。
ＣＤＣのこれまでのガイドラインでは、マスク着用は主に
感染者がウイルスを他人に拡散させることを防ぐものと
位置付けていた。

・「換気」は？

Johns Hopkins Univ. HPより

？
WHO
引き続き

脅威！
と警告

わが国における新型コロナ新規感染者数（上）と死者数（下）の推移

9310

8May

5類移行

25

9May
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第21回CASBEE公開セミナー資料

０．新型コロナウイルス感染症について

１．はじめに

２．統計等マクロな視点から

３．実測・アンケート等による分析から

（１）住宅（戸建・集合）

積算値・パターン・ピーク・用途毎

（２）非住宅（オフィス・大学等）

４．まとめ
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「建築・住宅とエネルギー・環境」を取り巻く近年の展開

1973年 第一次オイルショック

1979年 省エネ法 energy security 
1980年 建築・住宅省エネ基準 92年 新基準 99年 次世代基準

地球温暖化など地球環境問題に注目

1997年 COP3 京都議定書 －６％

2007年 IPCC AR4 ノーベル平和賞

2011年 東日本大地震 原発事故 → BCP

2014年 IPCC AR5 mitigation＆ adaptation 気候変動↔BCP

2015年 COP２１ パリ協定 今世紀半ば：半分 世紀末：実質０

２℃以内に！

2020年 建築・住宅省エネ基準

適合義務化 ＺＥＢ、ＺＥＨ

→300㎡以上
住宅 説明義務

2020年 新型コロナウィルス感染拡大

2020年10月 菅総理国会にて所信表明2050年に CO2排出実質０に！（2100年から50年前倒し）

2021年 4月 〃 2030年 2013年度比26％→46％削減を表明 気候変動サミット

家庭・業務部門： ー40％ ⇒ 家庭：－66％、

業務：－51％

2021年10月 地球温暖化対策計画 閣議決定

2030年度以降新築される建物 ZEB基準の省エネ性能 の確保を目指す

住宅 ZEH基準 〃

戸建住宅の６割に太陽光発電設備

2021年10月 パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略 閣議決定

2050年にストック平均でZEH・ZEB基準

2021年11月 COP26英国 気温上昇を、1．5℃以内に！ 抑える努力を追求

2022年 2月 ロシア ウクライナ侵攻 → エネルギー危機

2022年 6月 新築建物に省エネ基準適合義務化決定（2025年）

202１年～2023年3月 IPCC AR６ WG1～3、統合報告書

2023年 5月 WHO緊急事態宣言の終了を発表、脅威は消えずと警告
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IPCC WG3 AR4 ｐ11

IPCC第６次報告書第３作業部会報告書
政策決定者向け要約解説資料 v2.1
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C.5 Prioritising equity, climate justice, social justice, inclusion and just transition processes 

can enable adaptation and ambitious mitigation actions and climate resilient development. 

Adaptation outcomes are enhanced by increased support to regions and people with the 

highest vulnerability to climatic hazards. Integrating climate adaptation into social 

protection programs improves resilience. Many options are available for reducing 

emission-intensive consumption, including through behavioural and lifestyle changes, with 

co-benefits for societal well-being. (high confidence) {4.4, 4.5} 

排出量の多い消費を削減するためのオプションは多数あり、それらは行動変容と生活
様式の変化を通したものを含み、社会的な幸福との共便益（コベネフィット）を伴う。
（確信度が高い）（SYR SPM C.5）

IPCC AR6 SYR SPM P33

IPCC第６次評価報告書統合報告書
解説委員会（国立環境研究所）V1.2

IPCC AR6 SYR SPM P28-29
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家庭 ＋5％

運輸 －10％

業務 －5％

製造業 －10％

わが国全体の最終エネルギー消費 エネルギー白書2022

－7％

202306エネルギー白書より
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各エリア（＝各市、住宅以外を含む）の3月中旬から４月下旬

気温や湿度、天気の面で条件が近くなる平日が存在する日を対象

八王子

町田市

エネルギー白書2022

新宿区

港区

エネルギー白書2022
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新宿区

港区

エネルギー白書2022

東京電力エリア内 （気象補正済み）

1～2月 4～5月 7～8月 12月

出典 IBECｓNo244 4．中西良輔・杉本高之 東電

電力 ・新型コロナウィルス感染拡大に伴う電力需要変動および社会変化に関する分析
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平日14:00の電力需要（気象調整済み）コロナ前後比較

出典 IBECｓNo244 4．中西良輔・杉本高之 東電

出典 IBECｓNo244 4．中西良輔・杉本高之
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出典 IBECsNo244 2(1)3）上野貴広

アンケート調査 ・在宅勤務による住宅での生活とエネルギー消費の変化

出典 IBECsNo244 2(1)3）上野貴広



2023/7/17

13

支出金額の推移（全国）総務省 家計調査（二人以上世帯を対象） より

出典 IBECsNo244 2(2)水谷傑
二人以上→単身を含めるとさらに大

統計 ・公的統計から見たCovd-19が及ぼす影響

2019→2020年度

減少 外食－２９％, 被服・履き物－１９％, 教養娯楽－１7％, 交通・通信－１０％

増加 家具家事用品 ＋１１％、 食料品 ＋７％ 、エネルギー＋５％ (電力,ガス,灯油)

2020年度のエネ消費量は、2019年度に比べ、

戸建住宅 合計 ＋6％（電気＋5％、都市ガス＋8％）
集合住宅 合計 ＋8％（電気＋6％、都市ガス＋11％）

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

全 体 合計 ＋7％（電気＋5％、都市ガス＋9％）

出典 IBECsNo244 2(2)水谷傑
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出典 IBECsNo244 2(2)水谷傑

冬期・夏期の増大顕著
灯油、LPガスを含めた合計では、全ての月で増加

2020年度のエネ消費量は、2019年度に比べ、全用途で増加

戸建住宅 暖房＋14％ 、冷房＋14％、 他は＋1～＋5％
集合住宅 暖房＋20％、冷房＋14％、 他は＋ 4～＋13％ コンロ13％,給湯8％

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

全 体 暖房＋17％、冷房＋15％、他は＋5～＋6％
出典 IBECsNo244 2(2)水谷傑
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出典 IBECsNo244 2(2)水谷傑

調理＋34％
冷房＋21％
暖房＋11％
給湯＋９％
↑
在宅、冷・暖房時間、
照明、アンケート
と合致

＋8 or ＋10％
首都圏←テレワーク増加率最大

出典 IBECsNo244 2(2)水谷傑（事業用除く）

全ての都市階級で減少－11％
大都市ー１４％

小都市 早々に元どおり

小〃ー３％
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図１ 在宅勤務の割合と東京都の社会的な動き

出典 IBECｓNo244 2（1）1)秋元孝之

実測調査（戸建て住宅） ・住宅のエネルギー消費の変化

図４ 4月1時間当たりの電力消費量・換算値

出典 IBECｓNo244 2（1）1)秋元孝之
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図５ 4月平日IHｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰの電力消費量（在宅有無）

出典 IBECｓNo244 2（1）1)秋元孝之

出典 IBECsNo244 2(1)2）高瀬幸造

・Covid-19感染防止のための行動変容による
首都圏集合住宅のエネルギー消費量の変化実測調査（集合住宅）
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出典 IBECｓNo244 2(1）2）高瀬幸造

出典 IBECｓNo244 2(1）2）高瀬幸造
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出典 IBECｓNo244 2(1）2）高瀬幸造
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東京理科大学＊2＊3）
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緊急事態宣言発令中（2020年4～5月）とコロナ禍以前の同期間（平日）の比較

対象世帯数：78 @上K

（2019年はデータなし）
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出典 IBECｓNo244 2(1）2）高瀬幸造
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出典 IBECsNo244 2(1)2）高瀬幸造

64

出典 IBECsNo244 2(1)2）高瀬幸造
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平日日中の在宅状況 73

世帯数割合

世帯数割合

集合住宅S

集合住宅K

緊急事態宣言下、2020年6月～2021年9月は在宅日数が大幅に増加
2021年10月以降においても、依然として増加

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コロナ禍以前

緊急事態宣言下（2020年4月～5月末）

2020年6月～2021年9月

2021年10月以降

コロナ禍以前

緊急事態宣言下（2020年4月～5月末）

2020年6月～2021年9月

2021年10月以降

週5日以上いた 週3~4日いた 週1~2日いた ほとんどいなかった

週5日以上いた 週3~4日いた 週1~2日いた ほとんどいなかった

対象世帯数：17件

対象世帯数：22件
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外気温と電力・水消費量の関係：集合住宅Ｓ（77世帯）
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オフィス ・オフィスにおける換気行動と省エネ

出典 IBECｓNo244 3（1）海塩 渉 東工大

2020 年11, 12 月の2 週間、
18企業22 オフィスを対象

IBECs内自立循環プロジェクトフェーズ6
「ポストCovid-10における空調・換気・通
風のあり方検討会」の一環として実施

エネルギー消費量やオフィス環
境を比較するため、BEMS 等が導

入され、空調と電灯コンセントの
電力量に分類可能な4 ビルに対
して2019 年1月から2020年12月
までのデータ収集を依頼
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出典 IBECｓNo244 3（1）海塩 渉

出典 IBECｓNo244 3（1）海塩 渉
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コロナ影響拡大前

88

日平均外気温と空調用電力消費量の関係

y = 0.0009x2 - 0.032x + 0.31

R² = 0.77 (2019・ ・点線)

y = 0.0008x2 - 0.031x + 0.34

R² = 0.66 (2020・ ・実線)
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出典 IBECｓNo244 3（2）樋山恭助 明治大

大学キャンパス

出典 IBECｓNo244 3（2）樋山恭助
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日本ビルエネ協会エネルギー消費量調査報告2023より作成

まとめ

住宅については詳細実測・アンケートなどから、

・特に最初の緊急事態宣言中は、平日日中のエネルギー・水消費は、コロナ禍以前に比べ

平均約５割と大幅に増加した

・朝夕の消費のピーク時間帯のずれや正午前後の消費の増大が確認された

・マクロデータとの照合においても消費の増大量については概ね合致する

・感染拡大が落ち着きつつある中、コロナ禍を契機とした行動変容の影響は残ると示唆される

・自動車の使い方についても、都市規模毎に大きな違いがある

など

統計などマクロな情報と詳細な実測の両面から、コロナ禍を契機とした在宅勤務、テレワー

ク、オンライン授業などの行動変容の影響把握を試み、以下のことを示した。

住宅におけるエネルギー消費、特に暖冷房用の増加が顕著である

一方で、オフィスでの大幅な減少は明確ではない

大学など多くの用途においてその影響は大きく異なる

変化幅は縮小しつつあるが、コロナ禍前とは異なる定着が示唆される、 など
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まとめ（続き）
非住宅建築については、

・ オフィスでは在室者の大幅減にもかかわらず、必ずしも減少していない懸念がある

・ 感染対策（窓開け含む換気量増大）による熱負荷及び搬送動力の増加が強く示唆される

・ 多くの非住宅建築・用途についてはなお情報不足であるが、明確には減っていない

・ 大学は、文系・理系・病院の有無で大きく異なる挙動となる など

その他

・ 住宅・非住宅双方で暖冷房の影響がより大となり、冬期夏期の電ピーク拡大の懸念がある。

・ 実効性ある省エネ・CO2排出抑制の観点からは、

住宅については、「家庭CO2統計」（環境省）が継続的な実態把握に大きく貢献することが

期待でき、併せて、スマートメーター、HEMSなどの詳細データの活用も必要である。

・ 非住宅建築についても、計量、BEMSなど実績データを継続的に収集・活用するシステムの

整備と検証体制が望まれる。

・ 情報通信技術（ICT）等の変化を背景にした働き方改革への要求が、コロナ禍を契機とした

行動変容として顕在化、社会の変化を加速させつつあると捉え、エネルギー消費のみならず、

住宅（立地、広さ、部屋数、設備等）、オフィス（存在意義、機能、設備、空室率推移等）、都市（活力、交通、エネルギー供給等）、

に及ぼす影響に十分注意する必要がある。
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